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企
業
の
教
育
訓
練
投
資
戦
略 

　
　
　
　
―
―
Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
と
Ｏ
Ｊ
Ｔ 

　
　
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
能
力
開
発
専
門
学
科
助
教
授
　
大
木
栄
一 

 

　 １
． 

は
じ
め
に
〜
必
要
性
が 

　  

高
ま
る
教
育
訓
練
投
資
戦
略 

 

　
教
育
訓
練
投
資
と
は 

　
企
業
は
現
在
あ
る
い
は
将
来
必
要
と
す
る

人
材
（
能
力
）
を
育
成
す
る
た
め
に
、
ま
ず

「
ど
の
程
度
の
経
営
資
源
を
」
「
ど
の
分
野

に
投
入
す
る
の
か
」
に
関
わ
る
教
育
訓
練
投

資
の
基
本
計
画（「
教
育
訓
練
戦
略
」）を
立
て

る
。
つ
ぎ
に
そ
れ
に
沿
っ
て
、「
誰
を
」（
受

講
者
）
対
象
に
、「
誰
が
」（
指
導
者
と
指
導

体
制
）、「
ど
の
よ
う
な
内
容
を
」（
教
育
訓
練

内
容
）、「
ど
の
よ
う
に
」（
教
育
訓
練
方
法
）

訓
練
す
る
か
に
関
わ
る
「
如
何
に
教
育
訓
練

す
る
の
か
」
の
管
理
活
動
を
展
開
す
る
。 

　
教
育
訓
練
の
管
理
行
動
を
こ
の
よ
う
に
捉

え
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
既
存
の
研
究

や
調
査
は
、
ど
の
よ
う
な
教
育
訓
練
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
方
法
が
有
効
で
あ
る
か
な
ど
と
い

っ
た
「
い
か
に
教
育
訓
練
す
る
の
か
」
に
関

わ
る
分
野
に
焦
点
を
当
て
き
た
。
し
か
し
、

今
後
、
企
業
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
意
思
決

定
は
、
「
教
育
訓
練
の
た
め
に
ど
の
程
度
の

資
源
（
カ
ネ
、
時
間
、
ヒ
ト
な
ど
）
を
投
資

す
る
の
か
」
と
い
う
投
資
量
の
決
定
と
、
「
ど

の
分
野
に
ど
の
程
度
の
資
源
を
投
資
す
る
の

か
」
の
資
源
配
分
の
決
定
で
あ
る
。 

   

教
育
訓
練
投
資

の
構
成 

　
こ
こ
で
教
育
訓
練
投
資
の
構
成
を
整
理
し

た
図
表
１
を
み
て
ほ
し
い
。
教
育
訓
練
投
資

は
Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
の
た
め
の
費
用
と
Ｏ
Ｊ
Ｔ

の
た
め
の
費
用
か
ら
な
り
、
前
者
は
訓
練
に

直
接
必
要
と
さ
れ
る
「
直

接
費
用
」
と
訓
練
に
参

加
す
る
労
働
者
が
訓
練

期
間
中
に
仕
事
か
ら
は

ず
れ
る
こ
と
か
ら
生
じ

る
「
機
会
費
用
」
か
ら

構
成
さ
れ
る
。
さ
ら
に

「
直
接
費
用
」
は
教
育

訓
練
部
門
の
社
員
の
人

件
費
と
、
訓
練
施
設
の

運
営
費
、
外
部
講
師
へ

の
謝
金
、
教
材
費
な
ど

か
ら
な
る
「
そ
の
他
の

費
用
」
か
ら
な
り
、
こ

こ
で
は
「
そ
の
他
の
費

用
」
を
「
狭
義
の
直
接

費
用
」
と
呼
ぶ
こ
と
に

す
る
。
ま
た
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の

た
め
の
費
用
は
、
教
え

る
側
の
社
員
と
教
え
ら

れ
る
側
の
社
員
が
訓
練

の
た
め
に
仕
事
が
で
き

な
い
こ
と
か
ら
生
じ
る

機
会
費
用
か
ら
構
成
さ

れ
る
。 

  

２
． 

教
育
訓
練
投
資
の
規
模 

　  

＝
教
育
訓
練
（
Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
） 

　  

の
総
費
用 

　
Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
に
要
す
る
費
用
は
直
接
費

用
と
機
会
費
用
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
教

育
訓
練
投
資
の
全
貌
を
知
る
に
は
機
会
費
用

を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
労
働
研
究

機
構
（
二
〇
〇
〇
）
『
業
績
主
義
時
代
の
人

事
管
理
と
教
育
訓
練
投
資
関
す
る
調
査
研
究

報
告
書
』
に
よ
れ
ば
、
直
接
費
用
と
と
も
に

教
育
訓
練
の
機
会
費
用
を
Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
受

講
期
間
中
の
従
業
員
の
給
与
額
で
と
ら
え
て

お
り
、
そ
れ
を
含
め
た
教
育
訓
練
費
の
構
成

は
図
表
２
に
な
る（
注
１
）。
ま
ず
一
九
九
八

年
度
の
正
社
員
一
人
当
た
り
の
Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ

Ｔ
の
平
均
受
講
日
数
は
二
・
二
二
日
、
平
均

年
収
は
五
七
一
・
一
万
円
で
あ
る
の
で
機
会

費
用
は
五
・
三
一
万
円
と
な
る
。
こ
れ
に
正

社
員
一
人
当
た
り
の
直
接
費
用
三
・
五
二
万

円
を
加
え
る
と
、
Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
の
た
め
の
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年
間
の
教
育
訓
練
費
用
総
額
は
八
・
八
三
万

円
に
な
り
、
そ
れ
に
占
め
る
直
接
費
用
は
約

四
割
、
機
会
費
用
は
六
割
と
い
う
こ
と
に
な

る（
注
２
）。 

   

教
育
訓
練
資
源

の
配
分
戦
略 

　
教
育
訓
練
戦
略
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
重

要
な
も
う
一
つ
の
点
は
、
教
育
訓
練
投
資
に

よ
っ
て
「
ど
の
分
野
に
ど
の
程
度
資
源
を
配

分
す
る
の
か
」（
配
分
戦
略
）
の
観
点
で
あ
り
、

そ
の
特
徴
は
教
育
訓
練
投
資
の
費
用
構
成
（
Ｏ

ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
の
直
接
費
用
）
を
み
る
と
分
か

る
。
厚
生
労
働
省
（
二
〇
〇
二
）『
能
力
開
発

基
本
調
査
報
告
書
』（
日
本
労
働
研
究
機
構
受

託
）
に
よ
れ
ば
、「
研
修
委
託
費
・
参
加
費
」

（
五
二
・
八
％
）
が
半
数
を
超
え
、
残
り
の

主
要
な
費
用
項
目
は
「
社
外
に
支
払
う
人
件

費
」（
一
六
・
七
％
）、「
社
内
人
件
費
」（
一
三
・

六
％
）、「
教
材
費
」（
九
・
一
％
）
で
あ
る
。

ま
た
、
「
外
部
施
設
使
用
料
」
お
よ
び
「
社

内
の
施
設
設
備
・
管
理
費
」
の
費
用
は
少
な

い
（
前
掲
図
表
２
を
参
照
）。 

   

訓
練
分
野
別 

　
資
源
配
分
戦
略 

　
つ
ぎ
に
、
「
ど
の
教
育
訓
練
分
野
に
ど
の

程
度
の
費
用
を
配
分
す
る
の
か
」（
教
育
訓
練

分
野
別
配
分
戦
略
）
の
面
か
ら
み
る
と
、
企

業
は
教
育
訓
練
費
用
の
約
四
割
近
く
（
三
八
・

四
％
）
を
語
学
や
Ｏ
Ａ
研
修
な
ど
特
定
の
経

営
課
題
に
対
応
し
て
行
わ
れ
る

目
的
別
・
課
題
別
研
修
に
、
三

割
強
（
三
二
・
八
％
）
を
専
門

的
分
野
の
能
力
・
知
識
を
教
育

す
る
職
能
別
研
修
に
、
三
割
弱

（
二
六
・
八
％
）
を
組
織
人
と

し
て
の
基
礎
的
な
知
識
・
態
度

を
教
育
す
る
新
入
社
員
教
育
や

管
理
の
た
め
の
基
礎
的
な
知
識
・

ス
キ
ル
を
養
成
す
る
管
理
者
研

修
な
ど
の
階
層
別
研
修
に
投
入

し
て
い
る
。
ま
た
国
内
外
の
大

学
等
へ
の
留
学
に
配
分
さ
れ
る

費
用
は
少
な
く
、
〇
・
二
％
に

と
ど
ま
る
。 

　
目
的
別
・
課
題
別
研
修
と
職

能
別
研
修
を
従
業
員
の
能
力
と

仕
事
の
い
ま
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋

め
る
た
め
の
短
期
的
な
視
点
か

ら
行
わ
れ
る
研
修
と
す
れ
ば
、

階
層
別
研
修
は
、
や
や
中
期
的

な
視
点
か
ら
行
わ
れ
る
研
修
と

な
り
、
さ
ら
に
、
国
内
外
の
大

学
等
へ
の
留
学
は
、
将
来
の
備

え
の
た
め
に
長
期
的
な
視
点
か

ら
行
わ
れ
る
研
修
と
考
え
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
企
業
は
、

短
期
的
な
視
点
で
行
わ
れ
る
研

修
に
約
七
割
、
中
・
長
期
的
な
研
修
に
約
三

割
の
資
源
を
配
分
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

  

３
． 

Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
た
め
の 

　  

教
育
訓
練
投
資 

　
こ
れ
ま
で
は
Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
に
つ
い
て
み

て
き
た
の
で
、
残
さ
れ
た
課
題
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に

対
す
る
教
育
訓
練
投
資
で
あ
る
。
し
か
し
、

Ｏ
Ｊ
Ｔ
は
「
仕
事
を
し
な
が
ら
の
訓
練
」
で

あ
る
た
め
、
教
え
る
側
、
教
わ
る
側
の
い
ず 
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れ
に
つ
い
て
も
、
仕
事
の
ど
の
部
分
が
訓
練

的
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
こ

と
が
難
し
く
、
そ
の
た
め
投
資
額
を
直
接
把

握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
こ
こ
で

は
、
野
村
総
合
研
究
所
（
一
九
九
七
）『
職
業

能
力
開
発
及
び
人
材
育
成
に
関
す
る
調
査
研

究
報
告
書
』
の
デ
ー
タ
を
整
理
し
た
今
野
・

大
木
（
二
〇
〇
〇
）
か
ら
、
そ
の
手
が
か
り

と
な
る
調
査
結
果
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。 

　
ま
ず
従
業
員
が
業
務
の
ど
の
程
度
の
割
合

を
自
身
の
能
力
開
発
の
た
め
に
費
や
し
て
い

る
の
か
を
み
る
と
（
図
表
３
を
参
照
）
、
そ

の
割
合
は
下
位
の
従
業
員
ほ
ど
大
き
く
、
一

般
職
で
三
割
、
最
上
位
の
管
理
者
で
あ
る
部

長
で
二
割
強
で
あ
る
。 

　
つ
ぎ
に
、
教
え
る
側
（
管
理
職
）
に
つ
い

て
み
る
と
、
会
社
側
は
部
課
長
ク
ラ
ス
で
は

全
業
務
の
三
割
弱
を
、
係
長
ク
ラ
ス
で
は
二

割
強
を
部
下
の
訓
練
に
充
て
る
べ
き
と
の
方

針
を
と
っ
て
お
り
、
管
理
者
自
身
も
ほ
ぼ
同

様
の
認
識
を
も
っ

て
い
る
。
な
お
、

こ
う
し
た
状
況
に

合
わ
せ
て
、
会
社

は
管
理
職
を
評
価

す
る
に
当
た
っ
て
、

部
下
育
成
の
評
価

項
目
が
部
課
長
ク

ラ
ス
で
二
割
、
係

長
ク
ラ
ス
で
約
一

割
五
分
の
比
重
を

占
め
る
よ
う
な
人

事
考
課
制
度
を
と

っ
て
い
る
。 

　
こ
の
よ
う
に
み

て
く
る
と
、
部
課

長
ク
ラ
ス
の
上
司

と
そ
の
部
下
で
あ

る
一
般
職
を
比
べ

て
み
る
と
、
上
司

は
全
業
務
の
三
割

程
度
を
部
下
育
成

に
、
部
下
は
全
業

務
の
三
割
程
度
を

自
身
の
能
力
開
発

の
た
め
に
投
資
し

て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
こ
の
中
に
は
Ｏ

ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
に
よ
る
教
育
訓
練
も
含
ま
れ
る

が
、
そ
の
多
く
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
で
あ
る
と
考
え
れ
、

会
社
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
通
し
て
従
業
員
に
膨
大
な

額
の
投
資
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

  

４
． 

お
わ
り
に 

　  

〜
こ
れ
か
ら
の
能
力
開
発 

　
こ
れ
ま
で
の
能
力
開
発
に
は
「
と
に
か
く

訓
練
す
る
こ
と
は
よ
い
こ
と
」
と
考
え
る
傾

向
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
企

業
に
と
っ
て
個
人
に
と
っ
て
も
能
力
開
発
の

リ
ス
ク
は
格
段
に
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

費
用
を
か
け
て
能
力
開
発
し
て
も
役
に
立
た

な
い
か
も
し
れ
な
い
、
あ
る
い
は
予
想
し
た

よ
う
な
効
果
が
あ
が
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い

可
能
性
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。 

　
教
育
訓
練
は
投
資
活
動
で
あ
る
が
故
に
、

ま
た
、
市
場
環
境
の
変
化
の
な
か
で
、
投
資

活
動
の
リ
ス
ク
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
故

に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
「
ど
の
よ
う
な
人

材
、
能
力
が
将
来
必
要
に
な
り
、
そ
れ
を
育

成
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
程
度
の
資
源
を
投

入
す
べ
き
で
あ
る
の
か
」
に
つ
い
て
意
識
し

な
が
ら
、
教
育
訓
練
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
不
可
欠
に
な
っ
て
き
て
い
る
。 

　
と
同
時
に
、
企
業
が
効
率
よ
く
教
育
訓
練

活
動
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、
「
教
育

訓
練
投
資
に
関
す
る
調
査
」
を
よ
り
体
系
的

か
つ
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
調
査
が
整
備
さ
れ

れ
ば
、
企
業
が
教
育
訓
練
戦
略
を
立
案
す
る

際
に
、
投
資
規
模
の
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
と

し
て
活
用
で
き
る
貴
重
な
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。 

  （
注
１
）
教
育
訓
練
（
Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
）
費

は
本
社
の
能
力
開
発
部
門
で
実
施
し
て
い
る

Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
に
限
り
、
各
事
業
部
門
・
事

業
所
、
職
場
で
独
自
に
実
施
し
て
い
る
Ｏ
ｆ

ｆ
―
Ｊ
Ｔ
は
含
ん
で
い
な
い
。
ま
た
、
教
育

訓
練
（
Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
）
の
費
用
総
額
の
定

義
は
２
つ
の
調
査
と
も
定
義
は
同
じ
で
あ
る
。 

（
注
２
）
よ
り
詳
し
く
は
大
木（
二
〇
〇
三
）

を
参
照
。 

  

【
参
考
文
献
】 

・
今
野
浩
一
郎
・
大
木
栄
一
（
二
〇
〇
〇
）
「
日
本

企
業
の
教
育
訓
練
投
資
戦
略
」
『
企
業
と
人
材
』
六

月
五
日
号 

・
大
木
栄
一
（
二
〇
〇
三
）
「
企
業
の
教
育
訓
練
投

資
行
動
の
特
質
と
規
定
要
因
」
『
日
本
労
働
研
究
雑

誌
』
　
第514

号
（
二
〇
〇
三
年
五
月
号
） 

・
大
木
栄
一
（
二
〇
〇
三
）
「
業
績
主
義
と
教
育
訓

練
投
資
」
今
野
浩
一
郎
編
『
個
と
組
織
の
成
果
主
義
』

中
央
経
済
社 

・
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
能
力
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
（
二
〇
〇
三
）
『
企
業
内
教
育
訓
練
の
再
編
と

研
修
　
技
法
』
（
大
木
栄
一
・
平
山
正
巳
） 

  

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉 

大
木
栄
一
（
お
お
き
・
え
い
い
ち
） 

 

職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
能
力
開
発
専

門
学
科
助
教
授
（
前
労
働
政
策
研
究
・
研
修

機
構
副
主
任
研
究
員
）。
主
な
著
書
に
『
能

力
・
仕
事
基
準
の
人
事
・
賃
金
改
革
』（
共
著
、

社
会
経
済
生
産
性
本
部
生
産
性
労
働
情
報
セ

ン
タ
ー
、
二
〇
〇
三
年
）、『
現
代
の
人
的
資

源
管
理
』（
共
著
、
学
文
社
、
二
〇
〇
四
年
）

等
、
専
門
分
野
は
人
的
資
源
管
理
、
職
業
能

力
開
発
等
。 


